
 

 

【開催概要】四国オープンイノベーションワークショップ in 松山 

 

 

開催趣旨： 

組織の枠や県の枠を越えて、四国に存在する大学、国立研究機関、公設試験研究機関、

高等専門学校、企業、産業支援機関などの研究・開発に携わる人々が一堂に会し、各機関

の取り組みを勉強するとともに、今後の交流のための人的ネットワークの形成を目指す。 

 

日時：平成 28年 11月 2日（水）9：55～17：00 

場所：にぎたつ会館（愛媛県松山市道後姫塚 118-2） 

来場者：約 150名 

 

プログラム概要： 

◆基調講演１「スマート植物工場の実現に向けて －愛媛大学植物工場研究プロジェクト

の取組と研究動向－」 

        愛媛大学理事・副学長 仁科 弘重 氏 

◆基調講演２「超スマート社会を実現するヘルスケアデバイス」 

        名古屋大学大学院工学研究科 馬場 嘉信 氏 

◆基調講演３「第 5期科学技術基本計画の目指す社会とそこに至る課題」 

        内閣府大臣官房審議官 進藤 秀夫 氏 

◆講演 

 ・「健康・介護」に関する各機関の技術シーズ（6件）の発表 

 ・「バイオナノ」に関する各機関の技術シーズ（3件）の発表 

 ・「食糧・食品」に関する各機関の技術シーズ（6件）の発表 

◆ポスターセッション 

 各機関の技術シーズ紹介ポスター60件程度（大学 15～20件、公設試 15件、国研・高

専 10件、産総研 15件程度）を展示し、ポスターごとに各機関担当者が説明 

 

〇講演一覧はこちら 

〇ポスターセッション一覧はこちら 

http://www.aist.go.jp/Portals/0/shikoku/images/event/2016/1102/ura1020-2%20.pdf
http://www.aist.go.jp/Portals/0/shikoku/images/event/2016/1102/list1020.pdf

